
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
は
一
八
七
一
年
ロ
シ
ア
南
奥
の
町
オ
 
 

リ
ョ
ー
ル
に
生
ま
れ
た
。
翻
訳
者
の
一
人
昇
曙
夢
の
紹
介
に
よ
れ
ば
左
 
 

の
よ
う
に
、
そ
の
作
家
と
し
て
の
出
発
は
決
し
て
恵
ま
れ
た
も
の
と
は
 
 

い
え
な
い
。
 
 
 

ま
だ
中
学
に
居
た
頃
父
を
失
っ
て
、
早
く
か
ら
生
活
の
辛
惨
を
嘗
 
 

め
た
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
居
た
頃
は
学
資
が
足
り
な
く
て
二
日
 
 

間
も
絶
食
し
た
こ
と
が
あ
る
。
自
殺
を
企
て
た
こ
と
が
前
後
三
 
 

回
。
‥
二
八
九
七
年
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
法
科
を
卒
へ
て
弁
護
士
と
な
 
 

っ
た
が
薩
張
依
頼
人
が
無
く
て
、
止
む
を
得
ず
法
廷
記
事
を
『
ク
リ
 
 

エ
ー
ル
』
と
云
ふ
新
聞
へ
寄
稿
し
て
生
活
し
て
居
た
。
一
八
九
八
年
 
 

同
紙
の
復
活
祭
号
に
の
せ
た
『
大
き
な
兜
』
が
ゴ
ー
リ
キ
イ
の
注
意
 
 

明
治
期
露
西
亜
文
学
翻
訳
故
（
二
）
『
ク
サ
カ
』
 
 

を
ひ
い
て
か
ら
は
専
心
文
学
に
従
事
し
た
。
 
 

し
か
し
、
一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
披
は
一
種
の
時
代
の
寵
児
と
 
 

な
っ
た
。
彼
の
作
品
は
ロ
シ
ア
ン
・
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
（
霜
国
象
徴
派
）
の
 
 

代
表
と
み
な
さ
れ
て
大
流
行
し
、
殆
ど
同
時
的
に
各
国
語
に
訳
さ
れ
、
世
 
 

界
中
で
読
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

日
本
で
も
、
明
治
三
九
年
上
田
敏
に
よ
っ
て
「
旅
行
」
が
邦
訳
さ
れ
 
 

た
の
を
皮
切
に
、
明
治
四
〇
年
に
一
作
、
四
一
年
に
二
作
（
二
葉
亭
四
 
 

迷
の
翻
訳
「
血
実
記
」
を
含
む
）
、
四
二
年
に
九
作
、
四
三
年
に
十
一
作
、
 
 

四
四
年
に
八
作
、
と
、
一
人
の
作
家
の
作
品
紹
介
と
し
て
は
驚
く
べ
き
 
 

早
い
ペ
ー
ス
で
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
作
品
は
雑
誌
に
現
れ
て
い
っ
た
。
 
 

三
九
 
 

四
〇
・
五
 
 

仏
 
上
H
敏
 
 

「
旅
行
」
 
 

「
こ
れ
は
も
と
」
仏
 
上
田
敏
 
 
 

加
 
藤
 
習
 
合
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独
 
 

四
三
・
一
 
「
芙
ひ
」
 
 

「
戯
曲
 
人
の
一
生
」
 
 

独
 
 

一
一
 
 

○ 六 五  六 五 四  二
 
「
ラ
ザ
ル
ス
」
 
 

三
 
「
警
鐘
」
 
 

「
血
笑
記
」
 
 

「
諺
」
 
 

「
外
因
人
」
 
 

「
ク
サ
カ
」
 
 

「
恐
怖
」
 
 

『
心
』
 
 

「
深
淵
」
 
 

「
二
等
大
尉
カ
ブ
ル
ウ
コ
フ
」
 
 

「
マ
ル
セ
ー
ユ
の
歌
」
 
高
貞
 
 

「
汽
車
を
待
つ
間
」
 
 

『
信
仰
』
 
 

「
歯
痛
」
 
 

「
石
垣
」
 
 

「
刑
場
到
着
」
 
 

「
霧
」
 
 

「
マ
ル
セ
イ
ユ
」
 
 

「
警
鐘
」
 
 

霜
 
 

英
 
 

英
 
 

霜
 
 

英
 
 

英
 
草
野
柴
二
 
 

昇
曙
夢
 
 

車
田
 
 

二
糞
亭
四
迷
 
 

佐
藤
迷
羊
 
 

中
村
屋
湖
 
 

上
田
敏
 
 

上
田
敏
 
 

上
田
敏
 
 

昇
曙
夢
 
 

中
村
崖
湖
 
 

中
村
崖
湖
 
 

森
鴎
外
 
 

河
野
桐
谷
 
 

山
本
迷
羊
 
 

森
鴎
外
 
 

森
脇
毅
 
 

吹
田
麿
風
 
 

『
趣
味
』
 
 

『
太
陽
』
 
 

『
早
稲
田
文
学
』
 
 

『
新
小
説
』
 
 

『
中
央
公
論
』
 
 

春
陽
堂
 
 

『
新
小
説
』
 
 

読
売
新
聞
 
 

実
江
堂
 
 

『
文
章
世
界
』
 
 

二
六
新
報
 
 

『
心
の
旅
』
 
 

『
歌
舞
伎
』
 
 

『
文
芸
倶
楽
部
』
 
 

『
帝
国
文
学
』
 
 

『
趣
味
』
 
 

『
趣
味
』
 
 

読
売
新
聞
 
 

『
趣
味
』
 
 

『
帝
国
文
学
』
 
 

『
渓
水
』
 
 

翻
訳
ほ
原
語
か
ら
に
限
ら
ず
、
各
自
の
知
っ
て
い
る
語
学
を
用
い
、
仏
 
 

訳
、
独
訳
、
英
訳
等
か
ら
の
重
訳
の
形
で
行
わ
れ
た
。
ア
ン
ド
レ
ー
エ
 
 

フ
は
ロ
シ
ア
の
地
方
文
学
と
し
て
で
は
な
く
、
当
時
の
文
学
世
界
の
リ
ー
 
 

ダ
I
と
し
て
、
苛
も
文
学
の
行
く
末
を
考
え
る
者
に
は
立
ち
向
か
う
、
権
 
 

利
と
義
務
が
あ
る
と
看
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

よ
り
詳
し
く
翻
訳
者
・
論
評
子
の
顔
ぶ
れ
を
検
討
す
る
と
（
一
）
上
 
 
 

「
マ
ル
セ
イ
ズ
」
 
 

「
犬
」
 
 

森
鴎
外
 
 

四
四
・
一
 
「
脚
本
 
家
の
内
」
 
一
宮
栄
 
 

九
 
 

四
五
・
一
 
 
 

一
一
 
 「

沈
黙
」
 
 

二
・
三
 
「
石
垣
」
 
 

「
脚
本
 
果
き
仮
面
」
 
米
川
正
夫
 
 

「
大
兎
」
 
 

広
島
歓
一
 
 

中
村
白
糞
 
 

「
河
」
 
 

「
書
物
」
 
 

大
森
大
次
 
 

「
七
刑
囚
」
 
 
英
 
相
馬
御
風
 
 

「
悪
魔
物
語
」
 
 

「
ラ
ザ
ロ
」
 
 

「
都
会
」
 
 

「
ど
う
し
て
毒
歯
が
生
え
た
か
と
い
う
蛇
の
話
」
 
 

長
沢
武
男
 
 

英
 
平
木
白
崖
 
 

英
 
竹
友
藻
風
 
 

寛
小
太
郎
 
 

増
田
初
子
 
 

大
杉
栄
 
 

『
世
界
文
芸
』
 
 

『
霜
西
亜
文
学
』
 
 

『
日
本
雑
誌
』
 
 

『
芸
文
』
 
 

『
趣
味
』
 
 

『
青
籍
』
 
 

『
三
田
文
学
』
 
 

『
早
稲
由
文
学
』
 
 

『
露
頭
亜
文
学
』
 
 

『
ス
バ
ル
』
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田
敏
と
そ
の
門
下
で
あ
る
『
芸
苑
』
同
人
（
多
く
は
敏
の
帝
大
で
の
教
 
 

え
子
、
敏
の
親
戚
。
）
、
（
二
）
二
葉
亭
四
迷
と
二
葉
亭
訳
に
よ
っ
て
ア
ン
 
 

（
1
）
 
 

ド
レ
ー
エ
フ
作
品
に
接
し
た
と
い
う
小
宮
豊
隆
・
夏
目
漱
石
ら
、
（
三
）
 
 

（
2
）
 
 

昇
囁
夢
と
早
稲
田
大
学
系
、
の
三
つ
の
系
列
に
従
っ
て
ア
ン
ド
レ
ー
 
 

エ
フ
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
 
 

二
 
 

「
犬
（
ク
サ
カ
）
」
は
、
ロ
シ
ア
語
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
全
集
で
七
頁
足
ら
 
 

ず
の
短
編
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
小
品
を
上
田
敏
（
訳
題
「
ク
サ
カ
」
 
 

『
新
小
説
』
明
治
四
二
年
一
月
号
）
と
森
鴎
外
（
訳
題
「
犬
」
初
出
不
明
。
 
 

『
黄
金
杯
』
明
治
四
三
年
刊
所
収
）
の
二
大
家
が
前
後
し
て
訳
出
し
て
い
 
 

（
3
）
 
 

る
。
 
 
 

明
治
時
代
、
新
文
学
の
需
要
に
供
給
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
の
中
、
同
 
 

一
の
、
し
か
も
問
題
作
で
も
な
い
作
品
が
二
度
訳
さ
れ
る
と
い
う
の
は
 
 

異
例
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

鴎
外
は
敏
の
訳
を
知
っ
て
い
た
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
 
 
 

明
治
二
九
年
頃
、
『
帝
国
文
学
』
誌
上
で
上
田
敏
と
見
傲
さ
れ
る
帝
大
 
 

の
学
者
が
鴎
外
の
訳
語
及
表
記
に
つ
い
て
批
判
し
、
そ
れ
に
対
し
鴎
外
 
 

も
『
め
さ
ま
し
草
』
誌
上
で
論
陣
を
張
り
、
論
争
は
数
号
に
わ
た
っ
た
。
 
 

明
治
三
五
年
に
上
田
敏
が
創
刊
し
た
第
一
次
『
芸
苑
』
は
創
刊
号
の
み
 
 

で
お
わ
り
、
敏
は
鴎
外
ら
と
合
流
し
て
共
に
『
芸
文
』
を
創
刊
し
た
。
こ
 
 

の
雑
誌
は
明
治
三
九
年
に
第
二
次
『
芸
苑
』
が
出
さ
れ
る
ま
で
つ
づ
い
 
 

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
過
が
あ
り
、
当
然
言
論
人
と
し
て
上
田
敏
の
 
 

書
く
も
の
に
鴎
外
は
常
に
注
目
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
敏
訳
「
ク
サ
カ
」
の
載
っ
た
雑
誌
『
新
小
説
』
そ
の
も
の
を
 
 

（
1
）
 
 

鴎
外
が
読
ん
で
い
た
こ
と
は
ぼ
ぽ
確
実
で
あ
る
 
。
し
か
も
上
田
敏
は
 
 

原
題
通
り
の
「
ク
サ
カ
」
を
潜
賀
し
て
い
る
。
鴎
外
の
底
本
と
な
っ
た
 
 

独
訳
本
で
も
題
は
「
ク
サ
カ
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
見
す
ご
す
こ
と
は
有
 
 

り
得
な
い
。
 
 
 

敢
え
て
同
じ
作
品
を
訳
し
た
の
は
そ
れ
で
は
ど
う
い
う
事
情
に
よ
る
 
 

の
だ
ろ
う
か
。
 
 

三
 
 

ロ
シ
ア
文
学
を
或
る
程
度
体
系
的
に
知
っ
て
い
た
二
葉
亭
四
迷
ほ
「
露
 
 

西
亜
文
壇
の
傾
向
」
に
お
い
て
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
 
 

に
述
べ
て
い
る
。
 
 

露
国
現
代
の
文
学
は
自
然
主
義
の
反
動
文
学
だ
。
露
国
の
批
評
家
 
 

は
甘
い
こ
と
を
謂
っ
て
ゐ
る
。
自
然
主
義
は
塵
に
塗
れ
て
ゐ
る
、
其
 
 

塵
を
段
々
と
振
ひ
落
し
て
来
た
、
ア
ン
ド
レ
ー
フ
に
至
つ
て
塵
が
全
 
 

く
落
ち
切
っ
た
と
謂
っ
て
ゐ
る
。
・
‥
‥
そ
れ
か
ら
見
る
と
日
本
の
近
来
 
 

の
傾
向
は
塵
に
塗
れ
や
う
と
努
め
て
ゐ
る
の
だ
、
伺
う
も
一
時
代
遅
 
 

れ
て
ゐ
る
や
う
な
気
持
が
す
る
。
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「
其
の
事
件
に
纏
綿
し
て
行
く
人
間
の
性
格
を
序
を
追
ふ
て
辿
っ
て
行
 
 

●
●
●
 
 

く
と
か
‥
・
顕
は
れ
た
ま
～
に
低
掴
的
に
描
き
出
さ
う
と
云
ふ
の
で
は
 
 

つ
ま
り
、
二
葦
苧
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
を
、
自
然
主
義
の
「
次
に
 
 

来
る
も
の
」
と
見
倣
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

二
彙
亭
を
通
じ
て
ア
ン
ド
レ
璽
エ
フ
を
知
っ
た
文
学
者
は
、
二
葉
亭
 
 

の
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
観
を
か
な
り
ひ
き
つ
い
だ
。
例
え
ば
、
小
宮
豊
隆
 
 

（
先
述
の
よ
う
に
、
二
糞
亭
の
「
血
笑
記
」
に
よ
っ
て
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
 
 

を
知
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
）
は
「
レ
オ
ニ
ド
・
ア
ン
ド
レ
イ
エ
フ
論
」
 
 

（
『
ホ
ト
ゝ
ギ
ス
』
明
治
四
二
年
三
月
号
）
を
書
き
、
そ
の
中
で
次
の
よ
 
 

う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

ア
ン
ド
レ
イ
エ
フ
の
小
説
は
尽
く
気
持
ち
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

あ
る
一
つ
の
事
件
に
興
味
を
持
つ
て
、
其
事
件
に
纏
綿
し
て
行
く
人
 
 

間
の
性
格
を
序
を
追
ふ
て
辿
つ
て
行
く
と
か
‥
・
或
は
写
生
文
的
に
 
 

物
の
外
部
に
顕
は
れ
た
姿
を
顕
は
れ
た
ま
～
に
、
低
掴
的
に
描
き
出
 
 

さ
う
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
‥
・
眼
に
浮
か
な
い
の
は
、
正
さ
し
く
其
 
 

通
り
で
あ
る
と
恩
ふ
。
所
謂
写
生
と
云
ふ
方
面
か
ら
見
た
ら
、
「
血
実
 
 

記
」
に
限
ら
ず
、
他
の
小
説
だ
っ
て
尽
く
駄
目
か
も
知
れ
な
い
。
‥
・
 
 

自
分
は
ア
ン
ド
レ
イ
エ
フ
を
徹
頭
徹
尾
象
徴
主
義
者
と
云
い
た
 
 

い
。
‥
・
普
通
の
写
生
派
の
小
説
だ
と
か
云
ふ
意
味
に
写
実
的
と
云
ふ
 
 

言
葉
を
解
釈
す
れ
ば
、
「
淵
」
な
ど
は
下
ら
な
い
作
に
な
つ
て
仕
舞
ふ
。
 
 

な
く
」
と
い
う
よ
う
に
、
明
ら
か
に
日
本
の
自
然
主
義
文
学
を
意
識
し
 
 

た
表
現
で
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
を
評
価
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
 
 

目
さ
れ
る
。
 
 
 

鴎
外
も
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
を
二
葉
亭
に
教
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
 
 

〈
5
〉
が
 

明
治
四
一
年
二
人
は
会
っ
て
い
る
、
こ
の
時
二
葉
亭
ほ
数
年
が
 
 

か
り
の
難
産
で
あ
っ
た
「
血
笑
記
（
赤
い
笑
い
）
」
の
翻
訳
を
版
元
に
渡
 
 

し
た
直
後
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
三
九
年
十
二
月
、
翌
四
〇
年
十
月
、
 
 

翌
四
一
年
四
月
と
、
こ
の
頃
二
葉
亭
は
発
言
を
求
め
ら
れ
る
た
び
に
ア
 
 

ン
ド
レ
ー
エ
フ
に
つ
い
て
語
り
、
「
ど
う
し
て
も
近
頃
の
ア
ン
ド
レ
ー
エ
 
 

フ
の
勢
と
云
ふ
も
の
は
非
常
で
す
よ
」
（
「
記
者
日
記
」
『
早
稲
田
文
学
』
 
 

明
治
四
〇
年
十
月
）
と
言
っ
て
い
た
。
二
人
の
間
で
文
学
論
が
交
わ
さ
 
 

れ
た
な
ら
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
が
鼓
吹
さ
れ
な
か
っ
た
筈
は
な
い
。
お
 
 

そ
ら
く
鴎
外
は
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
訳
出
の
動
機
を
二
葉
亭
に
与
え
ら
れ
 
 

た
ろ
う
。
 
 
 

日
露
戦
後
、
和
風
自
然
主
義
の
高
ま
り
に
対
し
、
〝
牛
の
お
〟
 
（
四
 
 

迷
「
平
凡
」
明
治
四
〇
年
）
、
〝
性
欲
を
人
生
の
中
心
で
あ
る
か
の
ご
と
 
 

く
し
て
ゐ
〟
 
（
鴎
外
「
ヰ
ク
ー
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」
明
治
四
二
）
、
〝
真
・
 
 

善
・
美
・
壮
の
う
ち
真
の
み
を
偏
重
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
″
 
（
漱
 
 

石
「
イ
ズ
ム
の
功
罪
」
明
治
四
こ
と
い
っ
た
不
満
の
口
吻
を
漏
ら
し
 
 

て
い
た
文
学
者
達
が
い
た
。
 
 
 

彼
ら
に
と
っ
て
シ
ン
ポ
リ
ス
ト
と
し
て
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
を
評
価
す
 
 

る
こ
と
が
日
本
の
自
然
主
義
へ
の
反
措
定
と
し
て
の
意
味
あ
い
を
も
っ
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て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
 
 

四
 
 

上
田
敏
の
訳
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
 
 
 

ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
作
品
の
翻
訳
を
収
め
た
単
行
本
『
心
』
が
刊
行
さ
 
 

（
6
）
 
 

れ
た
直
後
、
ま
ず
発
言
し
た
の
は
『
無
名
通
信
』
子
 
 
で
あ
る
。
 
 
 

『
無
名
通
信
』
中
の
副
題
は
「
『
心
』
は
誤
謬
以
上
の
出
鱈
目
詳
 
語
 
 

撃
の
紋
乏
・
理
解
力
の
未
執
ご
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
 
 

全
体
氏
の
や
う
な
上
滑
り
の
人
が
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
物
な
ど
に
手
 
 
 

出
し
を
し
た
の
が
誤
り
だ
 
 

な
ど
と
い
う
お
よ
そ
理
性
的
で
な
い
、
薦
言
を
ぷ
つ
け
て
い
る
感
が
あ
 
 

り
、
感
情
的
な
縛
れ
さ
え
思
わ
せ
る
。
し
か
し
敏
が
『
心
』
の
序
文
で
 
 

ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
特
色
を
「
心
情
の
描
写
、
運
筆
の
簡
勤
」
「
要
す
る
 
 

に
心
理
の
描
写
、
特
に
病
理
的
心
理
の
描
写
が
（
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
‥
・
 
 

引
用
者
注
）
得
意
の
題
目
で
あ
る
」
と
述
べ
た
と
こ
ろ
を
と
ら
え
て
「
象
 
 

徴
主
義
的
作
物
と
云
ふ
こ
と
に
気
付
い
て
居
ら
ぬ
ら
し
い
」
と
激
し
く
 
 

反
発
し
て
い
る
こ
と
ば
重
要
で
あ
る
。
 
 

●
●
 
 
 

こ
れ
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
が
「
心
理
の
描
写
」
を
し
た
か
ど
う
か
 
 

が
問
わ
れ
る
論
争
に
発
展
す
る
筈
で
あ
っ
た
。
 
 

（
エ
 

と
こ
ろ
が
敏
は
一
連
の
記
事
に
正
面
か
ら
答
え
て
い
な
い
。
「
言
語
 
 

学
に
所
謂
p
u
r
i
s
m
」
と
い
っ
た
、
修
辞
の
問
題
に
読
み
代
え
、
訳
の
日
 
 

本
語
文
の
工
夫
に
つ
い
て
だ
け
を
書
い
て
い
る
。
『
無
名
通
信
』
批
判
と
 
 

敏
の
答
、
両
者
の
や
り
と
り
を
読
ん
で
鴎
外
が
一
種
の
技
療
を
感
じ
た
 
 

ろ
う
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
 
 

五
 
 

鴎
外
は
「
ク
サ
カ
」
を
訳
し
た
。
 
 
 

原
文
へ
の
忠
実
さ
と
い
う
観
点
で
訳
文
を
検
討
し
て
み
る
な
ら
ば
、
お
 
 

そ
ら
く
敏
訳
の
方
に
軍
配
は
挙
が
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
原
文
・
独
訳
 
 

共
に
全
体
は
五
部
に
分
か
た
れ
一
～
五
の
ナ
ン
バ
ー
が
う
っ
て
あ
る
の
 
 

を
、
鴎
外
は
無
視
し
て
全
編
一
ま
と
め
に
訳
し
て
い
る
。
セ
ン
テ
ン
ス
 
 

の
切
れ
目
も
任
意
に
変
え
て
い
る
。
冒
頭
も
底
本
の
第
一
文
を
二
文
に
、
 
 

第
二
文
を
三
文
に
分
け
て
い
る
。
し
か
し
鴎
外
が
 
 

一
字
一
字
に
訳
し
て
、
そ
れ
を
配
列
し
た
か
ら
と
云
っ
て
、
そ
れ
 
 
 

で
能
事
畢
る
と
云
ふ
わ
け
で
は
な
い
。
放
ら
に
足
し
た
語
を
原
文
に
 
 
 

な
い
と
云
っ
て
難
じ
た
り
、
わ
ざ
と
除
い
た
語
を
原
文
に
あ
る
と
云
 
 
 

っ
て
責
め
た
り
し
て
も
、
こ
つ
ち
で
は
痛
療
を
感
じ
な
い
（
「
翻
訳
に
 
 
 

つ
い
て
」
）
 
 

と
語
っ
て
い
る
以
上
、
そ
の
「
故
意
」
を
何
度
す
る
方
向
で
考
え
る
こ
 
 

と
と
す
る
。
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誰
の
で
も
無
い
、
名
も
附
い
て
ゐ
な
い
、
寒
さ
の
強
い
永
い
冬
を
 
 

ひ
も
 
 
 

何
虞
で
過
す
の
や
ら
、
何
を
食
べ
て
生
き
て
ゐ
る
の
だ
か
。
空
腹
じ
 
 

い
事
は
同
じ
で
も
、
主
人
持
を
自
慢
に
し
て
威
張
っ
て
ゐ
る
他
の
犬
 
 
 

ど
も
は
此
犬
を
暖
か
い
薬
屋
に
寄
付
け
な
か
つ
た
。
（
上
田
敏
訳
）
 
 

此
犬
は
名
を
附
け
て
人
に
呼
ば
れ
た
こ
と
は
な
い
。
永
い
冬
の
問
、
 
 
 

何
虞
に
何
う
し
て
居
る
か
、
何
を
食
べ
て
居
る
か
、
誰
も
知
ら
ぬ
。
暖
 
 
 

か
さ
う
な
小
屋
に
近
づ
け
ば
、
共
感
に
飼
は
れ
て
居
る
犬
が
、
こ
れ
 
 
 

え
 
 

も
同
じ
や
う
に
磯
渇
に
固
め
ら
れ
て
は
居
な
が
ら
、
其
家
の
飼
犬
だ
 
 
 

と
い
ふ
の
で
高
慢
ら
し
く
迫
ひ
排
ふ
。
（
森
鴎
外
訳
）
 
 

上
田
敏
が
原
文
通
り
や
や
つ
き
放
し
た
文
体
で
訳
し
て
い
る
に
比
べ
、
 
 

鴎
外
の
訳
は
哀
れ
深
い
。
犬
の
淋
し
さ
、
犬
の
目
が
強
調
さ
れ
て
作
品
 
 

が
統
一
的
な
気
分
で
満
た
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
例
を
挙
げ
て
み
る
。
 
 
 

す
ぐ
 
 
 

後
足
の
間
に
尻
尾
を
挿
ん
で
直
に
遅
出
す
か
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば
、
 
 

く
い
つ
き
 
 
 

通
行
の
人
に
飛
掛
っ
て
噛
付
さ
う
に
す
る
か
ら
、
棒
切
で
逐
排
は
れ
 
 
 

る
。
（
上
田
敏
訳
）
 
 

上
田
敏
と
森
鴎
外
の
訳
文
を
比
較
す
る
と
、
後
者
の
訳
が
情
緒
纏
綿
 
 

と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
冒
頭
の
一
文
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
 
 

の
傍
点
部
分
等
を
付
け
加
え
て
い
る
。
 
 
 

そ
う
し
て
お
い
て
、
本
文
で
は
 
 

こ
の
ク
サ
カ
と
い
う
名
が
か
う
い
ふ
風
に
初
め
て
こ
の
犬
に
附
け
 
 
 

ら
れ
た
 
 

（
9
）
 
 

と
、
ク
サ
カ
を
固
有
名
詞
と
解
し
て
い
た
 
鴎
外
が
、
ク
サ
カ
と
い
う
 
 

独
訳
の
題
（
原
題
と
同
じ
）
を
と
ら
ず
、
「
犬
」
と
一
般
化
し
た
題
に
か
 
 

え
た
と
こ
ろ
に
、
一
個
の
犬
の
平
面
描
写
で
は
な
い
ん
だ
ぞ
、
と
い
う
 
 

象
徴
主
義
的
な
意
識
の
強
調
が
み
ら
れ
る
。
 
 
 

時
々
は
文
意
つ
て
人
間
に
飛
付
い
て
噛
ま
う
と
し
た
が
、
そ
ん
な
 
 
 

時
は
大
抵
杖
で
撲
た
れ
た
り
、
石
を
投
付
け
ら
れ
た
り
し
て
、
逃
げ
 
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
つ
た
。
（
森
鴎
外
訳
）
 
 

（
8
）
 
 
 

鴎
外
訳
で
は
、
女
の
子
の
清
ら
か
な
優
し
さ
が
強
調
さ
れ
、
犬
ク
 
 

サ
カ
は
愛
に
飢
え
、
淋
し
い
、
哀
れ
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
書
き
込
ま
 
 

れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
し
ば
し
ば
原
文
（
独
訳
底
本
）
 
に
な
か
っ
た
 
 

言
葉
、
例
え
ば
 
 
 

人
は
皆
寝
て
居
る
の
だ
。
犬
は
羨
ま
し
く
恩
ひ
な
が
ら
番
を
し
て
 
 

居
る
。
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上
田
敏
の
訳
に
憤
ら
な
い
も
の
を
感
じ
て
訳
し
直
し
て
み
た
も
の
 
 

の
、
発
表
す
る
訳
に
も
い
か
ず
、
の
ち
単
行
本
に
だ
け
収
め
た
の
で
は
 
 

な
い
か
。
 
 
 

ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
と
い
え
ば
、
人
間
の
獣
性
、
無
神
論
の
強
調
と
も
 
 

と
れ
る
、
「
読
む
に
耐
え
な
い
」
よ
う
な
も
の
が
そ
の
代
表
作
と
さ
れ
る
。
 
 

「
崖
」
「
霧
」
な
ど
は
発
表
直
後
ト
ル
ス
ト
イ
夫
人
が
公
開
書
簡
で
批
判
 
 

の
声
を
挙
げ
た
こ
と
か
ら
大
が
か
り
な
論
争
に
な
っ
た
ほ
か
、
風
俗
素
 
 

乱
の
廉
で
（
日
本
を
含
む
）
多
く
の
国
々
で
発
禁
処
分
を
う
け
た
。
「
ク
 
 

サ
カ
」
は
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
作
品
中
で
は
む
し
ろ
例
外
的
と
い
え
る
。
 
 

鴎
外
が
「
ク
サ
カ
」
を
選
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
短
編
と
し
て
の
手
 
 

軽
さ
に
加
え
、
鴎
外
自
身
の
好
み
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
 
 

自
然
主
義
の
反
措
定
と
し
て
、
な
る
べ
く
暴
露
的
な
も
の
で
な
い
叙
情
 
 

的
に
訳
せ
る
も
の
を
選
ん
だ
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 

六
 
「
ク
サ
カ
」
以
後
 
 

ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
受
容
（
誰
が
、
何
を
訳
し
た
か
）
 
に
は
、
当
時
 
 

の
言
論
界
の
空
気
が
反
映
さ
れ
、
そ
れ
は
短
い
間
に
大
き
く
か
わ
っ
た
。
 
 
 

鴎
外
ら
の
一
世
代
下
の
戦
後
世
代
に
と
っ
て
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
 
 

絶
望
こ
そ
が
、
自
分
達
の
閉
塞
感
と
同
質
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
 
 

て
う
け
入
れ
ら
れ
た
。
鴎
外
ら
が
排
し
た
「
深
淵
」
「
霧
」
な
ど
、
官
能
 
 

的
な
刺
激
の
強
い
作
品
が
こ
と
さ
ら
に
訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
文
学
青
 
 

年
た
ち
に
よ
っ
て
「
ト
ル
ス
ト
イ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
I
な
ど
と
は
ち
 
 

が
っ
て
、
も
っ
と
近
い
感
じ
の
す
る
名
だ
っ
た
」
（
武
者
小
路
実
篤
）
と
 
 

い
っ
て
貪
り
読
ま
れ
た
。
 
 
 

小
宮
豊
隆
は
前
掲
論
文
中
で
「
ア
ン
ド
レ
イ
エ
フ
の
作
品
に
は
‥
・
社
 
 

会
劇
だ
の
社
会
小
説
だ
の
と
称
せ
ら
る
る
的
の
も
の
は
な
い
」
「
社
会
制
 
 

度
、
人
間
生
活
に
対
し
て
、
あ
る
種
類
の
意
見
を
述
べ
た
も
の
を
見
出
 
 

す
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
強
調
し
て
い
た
。
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
に
は
「
七
 
 

刑
囚
」
と
い
う
、
テ
ロ
リ
ス
ト
五
人
を
含
む
七
人
が
死
刑
の
判
決
を
う
 
 

け
た
と
き
の
七
様
の
心
を
描
い
た
作
品
が
あ
る
が
、
小
宮
は
、
こ
れ
を
 
 

読
ん
だ
上
で
「
初
め
の
小
説
に
比
べ
て
精
神
が
な
い
‥
・
第
一
、
七
人
 
 

の
異
な
っ
た
気
持
を
書
き
分
け
や
う
と
企
て
る
か
ら
が
、
他
所
々
々
し
 
 

い
書
き
振
り
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
文
学
は
「
事
 
 

実
」
「
社
会
性
」
「
客
観
性
」
を
描
か
ず
感
覚
だ
け
を
生
々
し
く
読
者
に
 
 

っ
た
え
る
と
こ
ろ
が
そ
の
身
上
だ
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
ま
も
な
く
そ
れ
も
転
回
し
た
。
「
七
刑
囚
」
ほ
明
治
四
三
年
大
 
 

逆
事
件
が
お
こ
る
と
、
相
馬
御
風
に
よ
っ
て
直
ち
に
（
明
治
四
四
年
）
訳
 
 

（
川
）
 
 

さ
れ
た
。
大
逆
事
件
の
弁
護
士
を
つ
と
め
た
平
出
修
 
は
事
件
の
裁
判
 
 

（
〓
）
 
 

を
作
品
化
し
た
「
逆
徒
」
（
『
太
陽
』
一
九
巻
一
二
号
、
大
正
二
年
）
 
を
 
 

書
い
た
が
、
そ
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
「
七
刑
囚
」
を
手
本
に
し
た
こ
と
 
 

（
ほ
）
 
 

は
相
馬
御
風
が
平
出
に
宛
て
た
手
紙
 
に
次
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
で
明
 
 

か
で
あ
る
。
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
は
急
激
に
社
会
主
義
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
 
 

し
て
読
ま
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
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注
 
 

（
1
）
 
明
治
四
二
年
「
そ
れ
か
ら
」
執
筆
の
頃
、
夏
目
漱
石
は
小
宮
か
ら
ア
ン
 
 

ド
レ
ー
エ
フ
 
（
独
訳
）
 
の
講
読
を
う
け
た
。
 
 

（
2
）
 
島
村
抱
月
が
ロ
シ
ヤ
文
学
研
究
の
必
要
を
唱
え
て
水
明
会
と
い
う
研
究
 
 

荒
畑
寒
村
は
『
近
代
思
想
』
 
（
大
正
二
年
七
月
号
）
 
に
「
『
七
死
刑
囚
 
 

物
語
』
書
評
」
を
掲
げ
 
 
 

と
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 

僕
は
正
直
な
る
人
間
は
、
必
ず
此
の
物
語
に
拠
て
、
何
故
に
此
の
 
 

『
恐
ろ
し
く
不
公
平
な
る
』
組
織
が
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
ふ
事
 
 

を
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
だ
ら
う
と
恩
ふ
 
 

先
日
の
御
手
紙
を
拝
見
し
て
以
来
、
此
の
御
作
を
拝
見
す
る
と
云
 
 

ふ
こ
と
が
近
き
未
来
に
於
け
る
楽
し
い
期
待
の
一
つ
と
な
つ
て
居
た
 
 

の
で
す
か
ら
、
い
よ
い
よ
そ
れ
を
拝
見
す
る
事
が
出
来
て
非
常
に
う
 
 

れ
し
く
恩
ひ
ま
し
た
。
そ
し
て
僕
の
ま
づ
い
紹
介
を
し
た
あ
の
作
が
、
 
 

こ
れ
程
の
貴
い
も
の
を
生
み
出
す
動
機
と
な
つ
た
の
か
と
恩
ふ
と
、
涙
 
 

が
に
ぢ
み
で
る
ほ
ど
嬉
し
か
つ
た
の
で
す
。
 
 

会
を
つ
く
り
（
明
治
三
九
）
そ
こ
に
先
生
と
し
て
昇
曙
夢
が
よ
ば
れ
て
い
 
 

た
。
 
 

（
3
）
 
『
黄
金
杯
』
所
収
の
諸
作
品
が
「
山
彦
」
一
編
を
除
く
と
明
治
四
〇
年
 
 

の
暮
れ
か
ら
明
治
四
一
年
い
っ
ぱ
い
の
間
に
訳
筆
を
執
っ
た
と
云
う
事
実
 
 

か
ら
す
る
と
、
既
に
訳
出
し
て
か
ら
上
田
敏
の
訳
が
出
た
、
た
め
に
雑
誌
 
 

に
発
表
す
る
こ
と
ば
せ
ず
後
の
単
行
本
化
の
際
に
加
え
る
に
と
ど
め
た
と
 
 

云
う
考
え
方
が
穏
当
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
は
ぼ
同
時
に
訳
筆
が
 
 

運
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
明
治
四
三
年
に
訳
さ
れ
 
 

た
と
す
る
説
に
一
応
従
っ
て
そ
の
上
で
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。
 
 

（
3
）
 
底
本
‥
 
 

仏
訳
 
（
上
田
敏
）
 
S
．
P
E
R
S
K
Y
訳
 
『
ア
ン
ド
レ
ー
フ
小
説
集
』
 
 

1
9
0
8
・
4
。
未
見
 
 

独
訳
 
（
森
鴎
外
）
 
D
E
R
B
G
R
U
N
D
U
N
ロ
N
D
E
R
E
N
O
＜
E
r
r
E
U
｝
 
 

D
E
U
T
S
C
H
 
V
O
N
 
T
H
E
O
 
K
R
O
C
N
E
C
K
 
H
A
r
r
E
 
A
．
S
．
〉
＜
E
R
r
A
G
 
 

く
O
Z
N
O
∃
O
H
E
N
N
D
E
L
〇
．
J
．
．
鴎
外
文
庫
に
あ
り
。
 
 

（
4
）
 
第
五
巻
に
載
っ
た
「
途
中
」
（
小
山
内
薫
）
は
読
ん
だ
こ
と
が
確
実
で
 
 

あ
り
（
鴎
外
「
長
谷
川
辰
之
介
」
 
文
中
）
、
又
同
誌
の
寄
贈
を
受
け
て
 
 

い
た
こ
と
も
右
文
中
の
「
新
小
説
が
き
た
」
と
い
う
言
糞
便
い
か
ら
わ
か
 
 

る
。
 
 

（
5
）
 
「
長
谷
川
辰
之
介
」
鴎
外
 
 

（
6
）
 
昇
曙
夢
と
推
定
。
 
 

（
7
）
 
明
治
四
二
 
『
心
』
出
版
 
 

明
治
四
二
、
七
月
一
五
日
 
「
翻
訳
会
の
恥
辱
」
『
無
名
通
信
』
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明
治
四
二
、
七
月
二
五
、
二
七
日
 
〝
一
記
者
〟
記
事
 
「
読
売
新
聞
」
 
 

明
治
四
二
、
八
月
一
、
二
日
 
「
小
生
の
翻
訳
」
『
読
売
新
聞
』
 
 

明
治
四
二
、
八
月
一
五
日
 
「
小
生
の
翻
訳
を
読
ん
で
上
田
敏
に
答
ふ
」
 
 
 

＊
敏
は
『
無
名
通
信
』
の
文
を
読
ん
で
い
な
い
。
同
年
七
月
二
五
、
二
七
日
 
 

に
亙
る
読
売
新
聞
の
記
事
は
読
ん
で
い
る
。
 
 

（
8
）
 
「
ま
あ
好
い
心
持
だ
事
」
（
敏
訳
‥
あ
～
面
白
い
。
）
、
「
本
当
に
憎
ら
し
 
 

い
犬
だ
よ
」
（
敏
訳
＝
大
き
な
厭
な
犬
だ
わ
。
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
鴎
 
 

外
が
か
な
り
娘
の
年
齢
を
上
に
設
定
（
原
作
の
描
写
は
小
学
生
ら
し
い
。
）
 
 

し
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
 
 

ま
た
、
左
の
、
 
 

夏
が
終
わ
り
、
ク
サ
カ
を
置
い
て
別
荘
地
を
去
ろ
う
と
い
う
時
の
、
 
 

今
に
も
泣
き
出
し
さ
う
に
な
つ
て
‥
・
小
さ
い
鼻
の
上
に
は
敏
が
出
る
。
 
 

母
は
、
 
－
 
ド
ガ
イ
エ
フ
さ
ん
の
家
か
ら
、
小
さ
い
犬
を
下
さ
る
と
い
 
 

ふ
が
。
大
層
良
い
種
の
犬
で
、
そ
れ
に
も
う
よ
く
芸
が
仕
込
ん
で
あ
る
 
 

さ
う
で
す
‥
‥
ね
解
り
ま
し
た
か
。
あ
ん
な
犬
な
ん
か
つ
ま
ら
な
い
。
 
 

－
 
惜
し
い
の
ね
と
な
ほ
も
レ
リ
ヤ
は
繰
返
し
た
が
、
も
う
泣
い
て
は
 
 

居
な
か
っ
た
。
（
上
田
敏
訳
）
 
 

と
い
う
部
分
が
鴎
外
訳
に
は
な
い
。
こ
れ
は
独
訳
に
な
い
た
め
と
思
わ
れ
 
 

る
が
、
全
体
の
解
釈
・
印
象
を
大
き
く
変
え
て
い
る
。
 
 

（
9
）
 
原
文
は
”
こ
う
し
て
ク
サ
カ
（
ク
サ
ー
チ
す
る
者
。
噛
む
奴
）
と
よ
 
 

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 

（
1
0
）
 
「
明
星
」
同
人
。
明
治
法
律
学
校
を
卒
え
て
神
保
町
に
法
律
事
務
所
を
 
 

開
い
て
い
た
。
明
治
四
三
年
輿
謝
野
寛
の
依
頼
で
大
逆
事
件
の
弁
護
団
に
 
 

加
わ
っ
た
。
観
潮
楼
歌
会
や
パ
ン
の
会
に
も
加
わ
り
鴎
外
の
知
遇
を
得
て
 
 

い
た
。
鴎
外
か
ら
教
示
さ
れ
た
社
会
主
義
関
係
の
文
献
を
活
用
し
て
優
れ
 
 

た
弁
護
を
行
っ
て
、
被
告
新
村
忠
雄
に
感
謝
さ
れ
た
と
云
う
。
「
鴎
外
は
 
 

平
出
優
に
何
を
示
教
し
た
か
」
（
平
出
彬
、
『
鴎
外
』
第
四
二
号
、
昭
和
六
 
 

三
、
一
月
、
森
鴎
外
記
念
会
）
と
い
う
論
文
も
あ
る
。
 
 

（
1
1
）
 
事
件
関
係
の
小
説
に
は
他
に
「
畜
生
道
」
「
計
画
」
（
共
に
大
正
元
年
『
ス
 
 

バ
ル
』
初
出
）
等
。
 
 

（
1
2
）
 
春
秋
社
『
平
出
修
集
』
一
九
六
五
年
所
収
。
未
見
。
（
藤
井
省
三
『
ロ
 
 

シ
ア
の
影
』
平
凡
社
選
書
 
か
ら
引
用
）
 
 

付
記
‥
「
明
治
期
蕗
西
亜
文
学
翻
訳
故
（
一
）
 
二
重
亭
初
期
の
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
 
 
 

翻
訳
」
は
つ
く
ぼ
国
際
文
学
の
研
究
紀
要
に
発
表
し
た
。
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